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1. 平成29年12月期第3四半期の連結業績（平成29年1月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の所有者に

帰属する四半期利益
四半期包括利益

合計額
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年12月期第3四半期 55,759 1.8 3,155 1.9 3,398 102.4 2,470 169.7 1,915 204.5 2,407 ―

28年12月期第3四半期 54,775 ― 3,095 ― 1,678 ― 916 ― 629 ― △766 ―

基本的1株当たり四半期利益 希薄化後1株当たり四半期利益
円 銭 円 銭

29年12月期第3四半期 66.04 ―

28年12月期第3四半期 21.69 ―

(2) 連結財政状態

資産合計 資本合計 親会社の所有者に帰属する持分 親会社所有者帰属持分比率
百万円 百万円 百万円 ％

29年12月期第3四半期 57,970 36,089 34,335 59.2

28年12月期 55,600 34,922 33,676 60.6

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年12月期 ― 10.00 ― 30.00 40.00

29年12月期 ― 10.00 ―

29年12月期（予想） 30.00 40.00

3. 平成29年12月期の連結業績予想（平成29年 1月 1日～平成29年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上収益 営業利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的1株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 76,500 4.4 3,500 △12.8 2,200 17.2 75.86

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注1）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注2）平成29年12月期の期末配当につきましては、平成29年11月7日に開催されました臨時株主総会において決議されております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① IFRSにより要求される会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年12月期3Q 29,000,000 株 28年12月期 29,000,000 株

② 期末自己株式数 29年12月期3Q 229 株 28年12月期 183 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期3Q 28,999,812 株 28年12月期3Q 28,999,817 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
上記の業績予想は、本資料の発表日段階において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と大きく異なる可能性があります。な

お、業績予想に関する事項は、添付資料P．２「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間(2017年１月１日～2017年９月30日)における世界経済は、米国では景気は着実に回

復が続いており、欧州でも緩やかに回復しています。アジア地域についても、中国、韓国、タイなどで景気の持

ち直しの動きが見られるようになり、世界経済全体としては、緩やかな回復基調で推移しました。 

わが国経済につきましては、個人消費や設備投資に持ち直しの動きが見られるようになったことなどで緩やか

な回復基調が続きました。 

 

当社グループを取り巻く環境は、後半に一部の地域で持ち直しの兆しがみられたものの、総じて厳しい状況が

続きました。米国は新製品ゴルフクラブ販売数の伸び悩み、欧州は英国のEU離脱決定による消費マインド低下、

中国は中央政府の政策によるゴルフ自粛ムードの継続、東南アジアはアジア通貨安による商品価格の上昇などに

より、各地域で前年同期を下回りました。 

一方、国内ではゴルフ場入場者数は前年同期と比べて微増となりました。ゴルフ用品市場は、ゴルフボール、

ゴルフクラブとも新製品が発売され前年同期と比べて微増となりました。国内のテニス用品市場は、アパレルや

シューズが前年同期を下回ったことから、前年同期と比べて微減となりました。 

 

このような経営環境のなか、当社グループは、国内市場において大きな飛びとスピンコントロール、心地よい

フィーリングを実現したゴルフボール「スリクソン Z-STARシリーズ」や飛距離特化型ボール「スリクソン -X-

」を発売し、好調に推移しましたが、他社製品との競争激化や市況の影響を受け、ゴルフクラブが伸び悩んだこ

とから、国内ゴルフ用品全体では、売上収益は前年同期を下回りました。 

海外市場においては、「スリクソン」、「ゼクシオ」、「クリーブランドゴルフ」のブランドで積極的に拡販

に努めた結果、主に北米、欧州、韓国で好調に推移し、海外売上収益は前年同期を上回りました。 

テニス用品事業は、バボラ社のテニスラケット「ピュア ドライブ」を８月に発売し、好調に推移したこと

や、北米での新規展開などにより売上収益は前年同期を上回りました。 

ウェルネス事業は、既存店の会員増やマシンエリアに特化したコンパクトジム「ジムスタイル」の新規出店を

継続したことなどから前年同期を上回りました。 

 

利益面では、海外やテニス用品、ウェルネスの増収などで、営業利益が前年同期を上回りました。 

 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上収益は55,759百万円（前年同期比101.8％）、営業利益

は3,155百万円（前年同期比101.9％）、税引前四半期利益は3,398百万円（前年同期比202.4％）、四半期利益は

2,470百万円（前年同期比269.7％）、親会社の所有者に帰属する四半期利益は1,915百万円（前年同期比

304.5％）となりました。 

 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は57,970百万円となりました。現金及び現金同等物が735百万

円、売却目的で保有する資産が2,000百万円それぞれ増加したこと等により、資産合計は前連結会計年度末と比

較して2,369百万円の増加となりました。 

負債合計は21,880百万円となりました。借入金が589百万円、その他の流動負債が605百万円それぞれ増加した

こと等により、負債合計は前連結会計年度末と比較して1,202百万円の増加となりました。 

資本合計は36,089百万円となりました。利益剰余金が親会社の所有者に帰属する四半期利益の計上等により

833百万円増加したこと等から、資本合計は前連結会計年度末と比較して1,167百万円の増加となりました。 

以上の結果、親会社所有者帰属持分比率は59.2％となり、前連結会計年度末から1.4ポイント減少しました。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2017年８月２日に公表しました予想数値から変更はありません。 
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２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書

（単位：百万円） 
 

  注記 
前連結会計年度 

（2016年12月31日） 
当第３四半期連結会計期間 

（2017年９月30日） 

資産      

流動資産      

現金及び現金同等物   2,486 3,221

営業債権及びその他の債権   13,478 14,179

その他の金融資産   1,414 1,180

棚卸資産   14,322 14,208

未収法人所得税   436 298

その他の流動資産   726 1,131

（小計）   32,865 34,220

売却目的で保有する資産   － 2,000

流動資産合計   32,865 36,220

非流動資産      

有形固定資産   9,816 9,529

のれん   2,991 2,993

無形資産   2,145 1,784

持分法で会計処理されている投資   299 279

その他の金融資産   3,922 3,665

繰延税金資産   3,497 3,448

その他の非流動資産   61 49

非流動資産合計   22,735 21,750

資産合計   55,600 57,970
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（単位：百万円）

 

  注記 
前連結会計年度 

（2016年12月31日） 
当第３四半期連結会計期間 

（2017年９月30日） 

負債及び資本      

負債      

流動負債      

借入金   5,176 5,773

営業債務及びその他の債務   7,741 7,776

その他の金融負債   161 131

未払法人所得税   396 456

引当金   441 349

その他の流動負債   2,664 3,270

流動負債合計   16,580 17,757

非流動負債      

借入金   12 5

その他の金融負債   321 239

退職給付に係る負債   2,355 2,469

引当金   396 406

繰延税金負債   4 0

その他の非流動負債   1,007 1,002

非流動負債合計   4,097 4,123

負債合計   20,678 21,880

資本      

資本金   9,207 9,207

資本剰余金   9,318 9,318

利益剰余金   15,541 16,375

自己株式   △0 △0

その他の資本の構成要素   △390 △565

親会社の所有者に帰属する持分合計   33,676 34,335

非支配持分   1,245 1,754

資本合計   34,922 36,089

負債及び資本合計   55,600 57,970
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（２）要約四半期連結損益計算書

（単位：百万円） 
 

  注記 
前第３四半期連結累計期間 
（自 2016年１月１日 
至 2016年９月30日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 2017年１月１日 
至 2017年９月30日） 

売上収益   54,775 55,759

売上原価   △30,785 △31,779

売上総利益   23,989 23,980

販売費及び一般管理費   △20,947 △20,923

その他の収益   92 144

その他の費用   △39 △46

営業利益   3,095 3,155

金融収益   20 304

金融費用   △1,473 △84

持分法による投資損益   36 23

税引前四半期利益   1,678 3,398

法人所得税費用   △762 △927

四半期利益   916 2,470

       

四半期利益の帰属      

親会社の所有者   629 1,915

非支配持分   287 555

四半期利益   916 2,470

       

１株当たり四半期利益      

基本的１株当たり四半期利益（円）   21.69 66.04
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（３）要約四半期連結包括利益計算書

（単位：百万円） 
 

  注記 
前第３四半期連結累計期間 
（自 2016年１月１日 
至 2016年９月30日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 2017年１月１日 
至 2017年９月30日） 

四半期利益   916 2,470

       

その他の包括利益      

純損益に振り替えられることのない項目      

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融資産 
  △76 14

純損益に振り替えられる可能性のある項目      

キャッシュ・フロー・ヘッジ   △162 △112

在外営業活動体の換算差額   △1,414 41

持分法適用会社におけるその他の包括利益に対す

る持分 
  △29 △6

税引後その他の包括利益   △1,682 △62

四半期包括利益   △766 2,407

       

四半期包括利益の帰属      

親会社の所有者   △925 1,819

非支配持分   158 588

四半期包括利益   △766 2,407
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（４）要約四半期連結持分変動計算書

前第３四半期連結累計期間（自 2016年１月１日 至 2016年９月30日） 

（単位：百万円） 
 

  注記 

親会社の所有者に帰属する持分 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 

その他の資本の構成要素 

在外営業活
動体の換算
差額 

キャッシュ 
・フロー・ 
ヘッジ 

2016年１月１日時点の残高   9,207 9,294 14,031 △0 △367 △70 

四半期利益       629      

その他の包括利益           △1,314 △162

四半期包括利益合計   － － 629 － △1,314 △162

配当金       △289      

支配継続子会社に対する持分

変動 
    25     0  

所有者との取引額合計   － 25 △289 － 0 －

2016年９月30日時点の残高   9,207 9,319 14,370 △0 △1,681 △233

 

（単位：百万円） 
 

  注記 

親会社の所有者に帰属する持分 

非支配持分 資本合計 

その他の資本の構成要素 

合計 
その他の包括
利益を通じて
公正価値で測
定する金融資
産 

合計 

2016年１月１日時点の残高   292 △144 32,388 1,208 33,596 

四半期利益     － 629 287 916

その他の包括利益   △76 △1,554 △1,554 △128 △1,682

四半期包括利益合計   △76 △1,554 △925 158 △766

配当金     － △289 △161 △450

支配継続子会社に対する持分

変動 
    0 25 △43 △18

所有者との取引額合計   － 0 △264 △204 △469

2016年９月30日時点の残高   216 △1,698 31,198 1,161 32,360
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当第３四半期連結累計期間（自 2017年１月１日 至 2017年９月30日） 

（単位：百万円） 
 

  注記 

親会社の所有者に帰属する持分 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 

その他の資本の構成要素 

在外営業活
動体の換算
差額 

キャッシュ 
・フロー・ 
ヘッジ 

2017年１月１日時点の残高   9,207 9,318 15,541 △0 △823 145 

四半期利益       1,915      

その他の包括利益           1 △112

四半期包括利益合計   － － 1,915 － 1 △112

 自己株式の取得         △0    

配当金       △1,159      

利益剰余金への振替       78      

所有者との取引額合計   － － △1,081 △0 － －

2017年９月30日時点の残高   9,207 9,318 16,375 △0 △822 33

 

（単位：百万円） 
 

  注記 

親会社の所有者に帰属する持分 

非支配持分 資本合計 

その他の資本の構成要素 

合計 
その他の包括
利益を通じて
公正価値で測
定する金融資
産 

合計 

2017年１月１日時点の残高   287 △390 33,676 1,245 34,922 

四半期利益     － 1,915 555 2,470

その他の包括利益   14 △96 △96 33 △62

四半期包括利益合計   14 △96 1,819 588 2,407

 自己株式の取得     － △0 － △0

配当金     － △1,159 △80 △1,240

利益剰余金への振替   △78 △78 － － －

所有者との取引額合計   △78 △78 △1,160 △80 △1,240

2017年９月30日時点の残高   223 △565 34,335 1,754 36,089
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（５）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円） 
 

  注記 
前第３四半期連結累計期間 
（自 2016年１月１日 
至 2016年９月30日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 2017年１月１日 
至 2017年９月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー      

税引前四半期利益   1,678 3,398

減価償却費及び償却費   1,725 1,745

引当金の増減額（△は減少）   408 △76

受取利息及び受取配当金   △20 △24

支払利息   25 21

持分法による投資損益（△は益）   △36 △23

棚卸資産の増減額（△は増加）   △827 197

営業債権及びその他の債権の増減額（△は増加）   2,399 △670

営業債務及びその他の債務の増減額（△は減少）   △1,608 △89

その他   713 325

小計   4,458 4,804

配当金の受取額   47 42

利息の受取額   9 18

利息の支払額   △25 △22

法人所得税の支払額   △682 △915

法人所得税の還付額   528 276

営業活動によるキャッシュ・フロー   4,335 4,204

投資活動によるキャッシュ・フロー      

有形固定資産の取得による支出   △1,336 △1,018

有形固定資産の売却による収入   11 140

無形資産の取得による支出   △137 △178

投資の売却による収入   － 253

関連会社株式の取得による支出   － △2,000

その他   △39 41

投資活動によるキャッシュ・フロー   △1,501 △2,761

財務活動によるキャッシュ・フロー      

短期借入金の純増減額（△は減少）   △953 1,588

長期借入金の返済による支出   △560 △1,015

配当金の支払額   △289 △1,159

非支配持分への配当金の支払額   △161 △80

非支配持分の取得による支出   △18 －

その他   △101 △95

財務活動によるキャッシュ・フロー   △2,083 △761

現金及び現金同等物に係る換算差額   △238 54

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）   511 735

現金及び現金同等物の期首残高   1,690 2,486

現金及び現金同等物の四半期末残高   2,202 3,221
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（６）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

(1）報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、最

高意思決定機関である取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象

となっているものであります。 

 当社グループは、経営組織の形態と製品及びサービスの特性に基づいて、「ゴルフ用品事業」、「テニス用品

事業」、「サービス・ゴルフ場運営事業」及び「ウェルネス事業」に区分して、各事業単位で包括的な戦略を立

案し、事業活動を展開しております。 

 これらを事業セグメントと認識した上で、経済的特徴が類似した「ゴルフ用品事業」と「テニス用品事業」を

「スポーツ用品事業」として集約しております。 

 したがって、当社グループは、「スポーツ用品事業」、「サービス・ゴルフ場運営事業」及び「ウェルネス事

業」を報告セグメントに分類しております。 

 各報告セグメントに属する主要な製品・サービス又は事業内容は、以下のとおりであります。 

 

事業 主要な製品・サービス又は事業内容 

スポーツ用品 

ゴルフ用品、テニス用品等の製造・販売 

（ゴルフクラブ、ゴルフボール、ゴルフバッグ、ゴルフシューズ、テニスラケット、

テニスボール、テニスシューズ等） 

ライセンスビジネス 

サービス・ゴルフ場運営 ゴルフトーナメントの運営、ゴルフ場の運営 

ウェルネス フィットネスクラブの運営、ゴルフスクール・テニススクールの運営等 

 

(2）報告セグメントごとの売上収益、利益又は損失の金額に関する情報 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、前連結会計年度に係る連結財務諸表において適用した方

法と概ね同一であります。 

 取締役会は営業利益または損失に基づいて事業セグメントの実績を評価しております。セグメント間の内部収

益及び振替高は市場価格等を考慮した仕切価格に基づいております。 

 前第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結累計期間における報告セグメントに関する情報は以下のとお

りであります。 

 

前第３四半期連結累計期間（自 2016年１月１日 至 2016年９月30日） 

（単位：百万円） 
 

 

報告セグメント 

合計 調整額（注） 
要約四半期 
連結財務諸表 

計上額 スポーツ用品 
サービス・ 
ゴルフ場運営 

ウェルネス 

外部顧客からの売上収益 45,680 2,889 6,205 54,775 － 54,775

セグメント間売上収益 134 27 13 175 △175 －

合計 45,814 2,917 6,218 54,950 △175 54,775

セグメント利益（営業利

益） 
2,721 92 277 3,091 3 3,095

（注） セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去等が含まれております。 
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当第３四半期連結累計期間（自 2017年１月１日 至 2017年９月30日） 

（単位：百万円） 
 

 

報告セグメント 

合計 調整額（注） 
要約四半期 
連結財務諸表 

計上額 スポーツ用品 
サービス・ 
ゴルフ場運営 

ウェルネス 

外部顧客からの売上収益 46,305 2,940 6,513 55,759 － 55,759

セグメント間売上収益 143 29 12 184 △184 －

合計 46,448 2,970 6,525 55,944 △184 55,759

セグメント利益（営業利

益） 
2,810 102 244 3,157 △2 3,155

（注） セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去等が含まれております。 
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